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は　じ　め　に

　下水道は、浄化槽などの汚水処理施設と同じく、生活環境改善や河川・海などの

公共用水域の水質環境改善に寄与するとともに、市街地での雨水排除においても、

河川と同様に重要な役割を担っています。

　本県では５年連続で大雨特別警報が発令され、記録的な豪雨に伴う浸水の発生

は人々の生活や経済活動に大きな障害をもたらしています。

　このような災害の未然防止と被害低減を図るため、施設の浸水対策や耐水化は

もとより、業務継続計画の重要性がコロナ禍の中でも求められているところです。

　しかし、下水道事業を含む汚水処理の経営環境は厳しさを増していることから、

本県においては効率的で持続可能な事業運営を行うため、平成３０年度から「広域

化・共同化計画」の策定に取り組んでおり、今年度もブロック会議や全体会議を開

催し、検討を進めているところです。

　また、近年では下水道事業においても循環型社会や脱炭素社会への貢献といっ

た役割が期待されています。流域下水道の御笠川浄化センターでは、平成３１年４

月から下水汚泥固形燃料化施設を導入しており、今後もエネルギー対策に取り組

み、資源循環型社会の形成に寄与して参ります。

　本書は、本県における下水道の取り組みなどを紹介することで、県民の皆様に、

下水道について一層理解を深めていただくことを目的に作成しています。

今後とも、下水道事業の推進にご理解とご協力をお願いいたします。

　令和４年３月

福岡県建築都市部下水道課長　野口　寿文



113

124

130

134

138

140

144

148

152

156

157

159

161

3



113

124

130

134

138

140

144

148

152

156

157

159

161

3



3

３

165

165

166

167

167

169

170

177

178

181

183

187

191

192

199

200

204

208

217

228

245

173


